
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんな」で育むことの意味 
                              校 長  川 本  卓 

   

昨年の9月に文部科学省から「論点整理」が出され、次期学習指導要領の方向性が示されまし

た。多くの内容が書かれている中で、目を引いた言葉がありました。その言葉は、基本的な考

え方についての説明で「【中略】自分の人生を舵取りすることができる、民主的で持続可能な

社会の創り手を『みんな』で育む」とある中での「みんな」という言葉です。この「みんな」

については説明もあり、「教職員」「子供」「保護者」「地域住民」「地方公共団体の職員」

（一般的な言葉では行政）「民間の担い手」と具体が示してありました。つまり、学校という

フィールドの中に、多様な子ども、大人が集い、子どもたちは、その多様な大人とかかわりな

がら、これからの予測困難な社会に適応できるよう、成長していくことが望まれているという

ことではないでしょうか。もう一歩踏み込んでいえば、そこにかかわる大人も、子どもたちと

のかかわりをきっかけにしながらネットワークを広げ、新たな良い関係を構築していけること

が理想だと思います。 

  今年度、この「みんな」が、手を取り合って共通認識のもと、子どもの成長を促していくこ

とができたかといえば、うまくいったことも多い反面、課題もあったように感じています。そ

こで来年度、まず、重視したいと思うのは「目指す子ども像」の共通理解です。このことにつ

いて、ある例をもとに考えを述べます。 

  先日、偶然、大相撲をテレビで見る機会がありました。元々、スポーツ観戦は好きですが、

大相撲には関心がなかったため、力士の名前もほとんど知らないのですが、その日はちょうど

千秋楽（最終日）で取組は優勝決定戦でした。ウクライナ出身で新大関の安青錦関が優勝した

のですが、その後の優勝インタビューが素晴らしかったのです。まず、会場の四方各所に深々

と礼をして、どのような質問にも全く奢ることない受け答え、謙虚で礼儀正しく、品格のある

大変好感がもてるものでした。まだ２１歳の若者のようですが、きっとこれまでに、素晴らし

い教えを受けてきたのでしょう。素直に、これからも応援したいなと思いました。ところで、

外国出身力士と言えば、過去、言動に問題があるとされた力士もいました。さて、みなさんは

これらをどう思われるでしょうか。私は、先述の安青錦関のような大人になって欲しいと願い

ますが見方を変えれば、多少型破りで、少しぐらい失礼な物言い

をするぐらいやんちゃで、生意気なぐらいの方が元気でいいじゃ

ないかと思う人もいるかもしれません。 

これらは、子どもたちの教育にも置き換えることができるので

はないかと思うのです。それぞれに考えがあってよいとは思いま

すが、我々大人の方向性が大きく違えば、子どもたちに良い影響

を与えるとは言い難いと思います。今後、学校運営協議会やその

他、様々な場で、目指す子ども像、学校像、そして地域像につい

てしっかりと熟議をしていければいいなと思っています。 
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 １月８日（木）始業式の中で、１年生～６年生各１名が「新年の誓い」を堂々

と伝えました。１年後の理想とする自分の姿を思い描き、長所は伸ばし、弱い部

分をどう克服していくか、一人ひとりがよく考え、背筋を伸ばして発表する姿に

みんなからの拍手の応援がありました。「新年の誓い」を念頭に置いて自分の姿

を振り返ることで麻郷小すべての児童の新年の誓いが叶えられるよう、見守って

まいりたいと思います。  

 

 

 １月２６日（月）～２月４日（水）まで、町内の書写作品が本校多目的ホー

ルに展示されます。書写技術の向上を図るとともに、文字を正しく美しく書こ

うとする気持ちが養われることを願っています。 

 

 

 

 「みんなを幸せな気分にできる挨拶を学校中でしていこう」 

と、１月１５日（木）～２月１３日（金）の期間、『あいさつ 

チケットキャンペーン』を行っています。『自分から』挨拶できたら、あいさつチケットが、少し

レベルアップして『異学年の友達』に挨拶ができたり、『笑顔』で『相手を見て』『大きな声』の

挨拶ができたら、プレミアムあいさつチケットがもらえます。 

 もらったチケットは、各学年前に掲示してある鬼退治に使用します。 

 挨拶の良さを体感した麻郷小学校の全校児童が、キャンペーン後も、「みんなを幸せにしてくれ

る素敵な挨拶が自然に交わし合える学校」をめざして取り組んでいます。ご家庭でも、ぜひ「我が

家版 あいさつキャンペーン」に取り組んでみてください。 

 

 

 コロナ禍において在校生は４・５年生のみの参列となっていた卒業式ですが、令和７年度より 

１年生から５年生まで在校生全員で卒業生の門出を祝う式を予定しています。麻郷小の立派なリー

ダーとして活躍した６年生が、希望に満ちた新たな旅立ちを迎える日を在校生みんなで見送る素敵

な卒業式にしていきたいと思います。 

 

 

3/ 2（月） 交通指導 ベルマーク収集日  

      ６年生を送る会 

3/ 4（水） 通級・特別支援懇談会（～６日）

班長交代式・安全見守り感謝の会 

3/15（日） いこいの日 

3/18（水） 卒業式前日準備 

3/19（木） 卒業証書授与式 

3/20（金） 春分の日 

3/24（火） 田布施中新入生仮入学 

3/26（木） 修了式 

3/27（金） 学年末休業開始 

3/30（月） 離任式 

３月 の 行 事 予 定 

 

通級・特別支援懇談会並びに年度末の事務

処理等に伴い、下記の通り下校時刻が変更と

なります。 

ご理解の上、ご協力賜りますようお願い申

し上げます。 

記 

 

１ 変更期日   ３月５日（木） 

         ３月６日（金） 

２ 下校時刻   全学年  １４：３５ 

         スクールバス  

１４：４０ 

 

３ その他     児童クラブへ下校す

るお子様につきまして

は、早めの受け入れを

お願いしています。 

 

 

下校時刻変更のお知らせ 


